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１．開 会 

○事務局 それでは、定刻となりましたので、これより中間貯蔵施設環境安全委員会（第９回）

を開催いたします。 

  本委員会につきましては、設置要綱に基づき、委員長である河津委員長が座長となって会を

進めたいと思います。これより先は河津委員長にお願いしたいと思います。 

○河津委員長 福島大学の河津でございます。 

  委員の皆様には朝早くから現地を視察いただきまして、本当にありがとうございます。 

  前回の開催された第８回、７月５日、ちょうど４カ月ぐらいたちますけれども、その間にや

はり中間貯蔵としても今回見ていただいたようにかなり進展してと言いますか、運用が開始

されているというところもございます。また、工事が今現在も進められているところもあり

ます。委員の皆様には、今回午前中に色々視察いただいた中で感じたこと、また疑問に思っ

たこと、また意見等を含めましてぜひ忌憚のない意見をいただいて、これからの中間貯蔵施

設が、安全はもちろんですけれども、安心できるような施設に運用できるような形でこの委

員会も進めていきたいと思いますので、各委員の皆様方にもご協力をよろしくお願いしたい

と思います。 

  それでは、座って、議事のほうを進めさせていただきたいと思います。 

 

２．議 題 

○河津委員長 それでは、議事次第に従いまして、議題１番目、中間貯蔵施設に係る事業の状況

等についてということで、環境省からご説明をお願いいたします。 

○鈴木（環境省） 調査設計課長の鈴木と申します。よろしくお願いいたします。 

  資料１をご覧ください。まず土壌貯蔵施設等の工事の概要ということで、３ページですけれ

ども、去年着工したものが青星印で、今日ご覧いただいた施設でございます。赤星印は今年

度着工する、又は、一部している施設の場所でございます。 

  ４ページですけれども、左側の２つ、大熊工区、双葉工区、清水ＪＶ、前田ＪＶと書いてあ

るところが、本日ご視察をいただいたもの。右側の５つが今年度始める工事でございます。 

  ５ページは、現地でもご説明をさせていただきましたけれども、施設の概要となっておりま

す。 

  ６ページでございます。土壌貯蔵施設ですけれども、貯蔵施設に最終的にはキャッピングを

するということになるんですが、それまでの間、搬入している間に降った雨等の浸出水につ
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いては、左側のような浸出水処理施設というところで処理をして放流をしていくということ

としております。 

  ７ページからは、第１期と呼んでいますけれども、本日見ていただきました２つの工区でご

ざいます。 

  ８ページ、今日見ていただきまして、この１０月２８日から貯蔵を開始したところでござい

ます。 

  ９ページ、双葉工区ですけれども、今、土壌貯蔵施設を速やかな貯蔵開始に向けて現在整備

中という状況でございます。 

  10ページでございますけれども、管理区域の設定ということで、今日入っていただくときに

も色々ご説明をさせていただきましたが、この黄色の色がついている部分を管理区域という

ことで、放射能濃度が１kg当たり１万Bqを超える放射性セシウムが含まれる除染土壌等の業

務に電離則が適用されるということで、管理区域に設定をしております。10ページが大熊工

区、11ページが双葉工区でございますが、それぞれテントが２つずつあったかと思いますが、

そういった部分を中心に管理区域として設定をしております。 

  12ページでございます。土壌貯蔵施設ですけれども、今日は一番右側のところから見ていた

だきましたけれども、この貯蔵している部分を黄色で管理区域として設定をしております。 

  13ページが双葉工区ですけれども、管理区域の設定は現在まだ最終的な協議中ということで、

貯蔵開始に向けて設定をしていきたいと考えております。 

  14ページ、電離則に基づく放射線管理ということで、１番は管理区域の明示等ということで

ございます。それから、２番ですけれども、業務従事者の線量測定ということで、作業員の

皆様の線量管理をしております。３番目は施設の要件、作業環境測定ということで、出入口、

今日も入っていただくところでありましたが、二重扉で常時負圧にするということで外部へ

の飛散を防止するということ、それから、作業環境測定につきましては、空間線量や空気中

の放射能濃度、床・壁等の表面汚染密度の測定をしていきますと。４番目は、汚染拡大防止

措置ということで、出口に汚染検査場所を設けてスクリーニングを行うということ。また、

保護具等の着用、それから喫煙・飲食等の禁止ということ。５番は教育、健康診断等でござ

います。 

  15ページですけれども、今日現地でもご説明させていただきましたが、タイベックは基本的

には着なくてよいというような区域になっております。厚生労働省のガイドラインが出てい

まして、その表のように、縦軸が高濃度粉じんかの作業場所かどうかということ、横軸が放
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射能濃度でございます。今日見ていただいた施設は、一番右下の四角に該当するということ

で、長袖の衣服を着用して綿手袋、ゴム長靴等ということで、化学防護服（タイベック）の

着用は不要であるということとなっております。 

  下の四角にも書いてございますけれども、作業環境の粉じん濃度を一定期間測定しまして、

高濃度粉じん作業に該当しないということを確認しておりまして、一部、直接除染土壌等に

接触する方を除いてタイベックを着用しなくてよいということとしております。 

  おめくりいただきまして、16ページからはモニタリングの項目と頻度でございます。受入・

分別施設のモニタリング項目と頻度を16ページに表でまとめておりまして、周辺環境モニタ

リング、排気・排水、作業環境ということでそれぞれ定めております。 

  具体的なモニタリングポイントは17ページになっていまして、ちょっとマークが多いんです

けれども、敷地境界を見ていただきますと青丸がありまして、これは空間線量率でございま

す。それから、テントの中、黄色の星印など星印が何色かございますけれども、表面汚染密

度を測っているところであります。具体的には、壁などを拭き取って汚染があるかどうかの

確認をするということを月に１回やるということでございます。それから、赤い丸が排気中

の放射能濃度ということで、排気側は大熊工区の受入・分別施設の場合は、例えば下の大き

なテントは右と左の両方に大文字のＡ・Ｂと書いてありますが、そこから排気をしており、

そこの濃度を測るということでございます。こういったことでそれぞれ定めましてモニタリ

ングをしております。 

  おめくりいただきまして18ページですが、運転が始まって以降、実際に測定をしておりまし

て、概要としてはそこにございますような状況ですけれども、詳細は資料１の別添というの

が別冊で配付をしております。その中の16ページを開けていただきたいと思います。 

  15ページ、16ページにモニタリング結果ということで、15ページが騒音、振動、悪臭と地下

水項目等ということで数字を並べております。環境基準等に比べて特段課題となるような結

果は出ておりません。16ページが放射能濃度関係でございます。地下水、排気中、あとは粉

じん濃度でございます。 

  元の資料にお戻りいただきまして、19ページが空間線量でございます。ちょっと変動がござ

いますけれども、周辺の工事を実施していくことで線量としては低減傾向になっております。 

  おめくりいただきまして、20ページ、21ページが双葉工区の同じようなモニタリングに関す

る、どこでどのようなことをやっているかという、基本的には同じような境界で空間線量、

テントの中で拭き取り試験等々、あと排気場所で排気ということでございまして、21ページ
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に結果がありまして、詳細のほうは別添の17、18ページにございます。基本的には、先ほど

と同じように基準等に比べて何か課題になるような数字が今出ているということはございま

せん。 

  本体の資料の22ページが空間線量でございまして、もともと線量としては比較的低い場所で

したけれども、工事の実施に伴ってさらに低い状況になってきています。 

  続きまして、スライドの23ですけれども、前回の委員会で、空気中の放射能濃度の連続測定

をすべきではないかということと、気流、温度についても、熱中症もありますが、そういう

熱がこもったりするかどうかということで測定をすべきではないかというご意見をいただき

まして、実際にやってみた結果でございます。緑の丸印が気流、温度ですね。あと、緑の三

角印、オレンジの丸印が空気中の放射能濃度の連続測定をしたところであります。 

  下の四角に書いてございますように、空気中の放射能濃度は全て検出下限値未満でありまし

たということです。３カ月程度測定を継続してデータを蓄積して、作業環境の安全性を引き

続き確認をしていきます。 

  気流につきまして、ちゃんと流れていないと、例えば空気が天井の上のほうにこもってしま

ってちゃんと流れないんじゃないかというようなご指摘をいただきましたが、給気口から排

気を行う集じん機に向かう空気の流れが形成されているということで確認をしております。 

  実際の温度につきましては、午後になると北側よりも南側のほうが高くはなるんですけれど

も、高さによっての差異はそれほど見られなかったということ。それから、暑さですが、９

月でしたけれども、まだ比較的暑い時期でしたけれども、低位で安定して熱中症のリスクと

しては低い環境となっていたということを確認しております。 

  おめくりいただきまして、双葉工区のほうも同じようにやっていまして、下の四角の中も同

様のことが書いてありますが、温度につきまして、高さによって１から３度高くなる地点は

あったということで若干違いは出ておりますけれども、こういった気流等の結果としては確

認ができたということでございます。 

  続きましてのスライド、25ページでございます。土壌貯蔵施設のモニタリングの項目と頻度

を記載しております。基本的には周辺環境モニタリングと排気・排水関係ということで、月

１回とか年１回とかという頻度の記載をしているところでございます。 

  具体的な場所でございますけれども、おめくりいただいて26ページ、先ほどと同様に、境界

のところを見ると青い丸がございまして、空間線量率の測定場所、それから赤丸印が地下水

（集排水設備）中の放射能濃度、青い菱形が地下水中の放射能濃度ということ、それから赤
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い菱形が処理水の放射能濃度ということでございます。あと、テントの内部は先ほどと同じ

ように星印で黄色とか赤とかありますけれども、表面汚染密度や粉じん濃度の測定場所とい

うことでございます。 

  それから、27ページですけれども、放流先河川の放射能濃度ということで、この27ページの

赤く囲ったところ土壌貯蔵施設の場所から放流をしまして、水路を伝って最終的には夫沢川

に放流をすることになりますが、ここで放射能濃度等の確認をしておるということでござい

ます。 

  では、28ページ以降の資料ですけれども、第２期のほうの工事でございます。 

  29ページに５つの工区の状況を記載しておりますが、９月から10月、11月と着工したところ

が幾つか出てきております。双葉２工区につきましては年内の着工予定ということでござい

ます。 

  昨年も同様だったのですが、土壌貯蔵施設の着工に当たりまして、環境保全対策ということ

で工事によってどの程度の環境への影響があるのかということを事前に確認をしております。

大気、水、騒音、それから動植物の関係、放射線の量ということで、それぞれ工事による影

響を確認しているということで、具体的にはちょっと細かくて大変恐縮なんですが、31ペー

ジにございますように、縦軸がどういった環境要素に影響があるかどうかということを、横

軸の工事の実施段階、建設機械の稼働ですとか造成等の施工中とか土地または工作物の存在

及び供用と、右側のほうは中間貯蔵施設への受入・分別施設の稼働ですとか除染土壌等の存

在等について、大気、水、土壌等のどの部分に影響があるのかということを事前に星取り表

というか丸をつけまして、整理をした上で各項目について確認をしております。 

  詳細は、ちょっと資料としては参考資料２というものが配られていまして、第２期の５つの

工区のそれぞれの結果をまとめたものでございます。ちょっと細かくなってしまいますので、

８ページあたりにどの地点で評価したのかという地図も載っておりますけれども、本体の資

料にお戻りいただきまして、全体の結果をまとめております。32ページ以降です。 

  本体の資料１の32ページのほうに大気の環境関係で、二酸化窒素ですとか浮遊粒子状物質等、

工事等によってどの程度周辺に影響が出るのかということで評価をしておりまして、環境基

準等と比較して問題となるような数字は出ておりません。 

  33ページが水環境ということで、河川、細谷川、夫沢川、小入野川、それぞれ関係する河川

につきまして、実際に工事実施前の測定結果と、工事をすることによって処理水等を流した

後の状況で確認をして、全項目に適合するということを事前に評価をしております。 
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  それから、33ページの真ん中あたりの自然環境（動物・植物）でありますけれども、工事の

実施等において場所等で動植物の生息場所が一部改変されるということになりますけれども、

どういった生物種がいるのかということを確認しまして、周辺でも確認されているものであ

るということから影響は最小化されるものということで評価をしております。 

  それから、放射線の量としましても、空間線量率への寄与としては最大でも0.0057µSv/hと

いうことで、公衆に対する追加被曝線量も0.01mSv程度ということで、バックグラウンド値と

比較しても十分小さいということで評価をしております。 

  引き続き、工事供用に伴う環境への影響等の確認ということでモニタリングを実施していく

こととしております。 

  続きまして、34ページ以降は施工におけるＩＣＴの活用ということでまとめております。 

  中間貯蔵施設の工事ということで、ＩＣＴの技術もなるべく活用しまして効率的な施工に取

り組んでおります。具体的には、土木工事一般に用いられているような技術に加えまして、

除染土壌中の分別処理等での改質材添加量の自動制御ですとか、遮水シートの施工時の管理

等においてもＩＣＴの活用をするということで、これらをやることでどうなるのかというこ

とですが、効率とか品質、生産性の向上ということで、４つ目の丸に書いてございますけれ

ども、具体的には作業時間がこれで減ることで作業員の方の被曝線量の低減とか燃料消費量

の削減によるＣＯ2の排出抑制等ということにつながってくるということで、ＩＣＴの活用に

よって労働環境の改善とかそういった魅力的な職場づくりにも努めていくということで考え

ております。 

  おめくりいただいて36ページ、具体的にどんな場所で使っているのかということでございま

すけれども、例えば無人航空機、ドローンといわれるようなもので撮影をして、そういった

ものの情報を設計データに生かしていくといったようなこと、37ページの１番のところに例

示として書いてあります。 

  あとは、施工段階でいきますと、37ページの２番のようなマシンの制御付の重機ということ

で、重機の施工場所を、ＧＰＳ等を使いましてどこを今施工しているのかといったようなこ

とを確認して、仮に遮水シートの近くで施工をするとお知らせをして遮水シートを傷つけな

いといったこととか、こういったことでそれぞれ技術を使っておりまして、各工区ごとに特

徴のある技術ということで38ページから41ページまで、ちょっと個別に紹介する時間がなく

て申し訳ないんですけれども、活用をして工事を進めていくということとしております。 

  それから、42ページですけれども、ここからは廃棄物関連の施設の整備についてご紹介をい
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たします。 

  まず、双葉工区の仮設焼却施設と仮設灰処理施設の概要でございます。処理対象物としては

双葉町内で発生した除染廃棄物、災害廃棄物のうち可燃性のものと中間貯蔵施設に搬入また

は施設内で発生した焼却残さ等ということで、真ん中の施設の規模、２工区あるんですが、

１工区当たり仮設焼却施設が１つと仮設の灰処理施設、焼却炉から出てくる灰をさらに減量

化するということで灰処理施設も整備するということにしておりまして、既に10月12日に、

スケジュールのところを見ていただきますと発注公告をしていまして、今後、32年３月の運

営開始に向けて整備をしていくこととしております。 

  44ページが仮設焼却施設のイメージ図ということで、受け入れヤードで可燃物を受け入れま

して、焼却設備に入って、バグフィルターを２段階かけて排ガスの処理をしていくというこ

とにしております。 

  45ページも施設の構造性としてはほぼ同じでございますけれども、入れるものが焼却灰とい

うことで異なっております。 

  それから、そこから出てくる焼却灰をさらに減容化して出てくるばいじんを廃棄物貯蔵施設

に貯蔵するということで、今日見ていただいたのは土壌の貯蔵施設ですけれども、廃棄物貯

蔵施設としても今後整備をしていく予定としておりまして、構造としては鉄筋コンクリート

の２階建てというようなことで、鋼製の貯蔵容器に入れて貯蔵をするということで、スケジ

ュールとしては以下のように32年３月の貯蔵開始に向けて工事をこれから進めていきたいと

いうことで考えております。 

  続きまして、47ページ以降は、減容・再生利用ということでございます。 

  48ページは、南相馬市における実証事業の概要ということでございまして、南相馬市の仮置

き場で土壌を再生利用するということで実証事業をやっております。具体的には、１番のと

ころにありますが、今日も回転ふるい等ありましたが、除染で出てきた土壌を、袋を破いて

ふるいにかけて異物等を除去して品質調整をした後、２番の試験盛り土ということで、実際

に公共工事等での活用を想定していまして、盛土として造成をして周辺の環境測定等を現在

行っているところでございます。 

  こういった実証事業を進めて再生利用も進めていかなければならないということでございま

して、49ページには次の実証事業の説明がございます。土壌分級処理ということでありまし

て、分級処理のイメージということで図がございますけれども、土壌は、細粒分からレキの

ような少し大きめの石ころまで色んな大きさの成分が土壌を構成していますけれども、これ
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を大きさ別に分けまして、レキ、砂、細粒分、粘土分等に分ける。すると、セシウムは細粒

分のほうに付着をしていくということで、結果的にレキ、砂は放射能濃度が極めて低い状況

になって再生利用がしやすくなっていくというようなことでございます。 

  50ページでございますけれども、実際に、場所は今日見ていただいた受入・分別施設の道路

の向かい、この地図で赤くなっている部分ですけれども、ここで予定をしておりまして、こ

れから分級処理設備、水処理設備、テント等の管理設備等の整備をしていくということで予

定をしております。11月に発注ということで、今後来年度プラント設置をして実証事業をし

ていくということで考えております。分級した処理土壌は中間貯蔵施設内での利用を想定し

ているということでございます。 

  続きまして、輸送の関係を51ページからまとめております。 

  52ページです。今年度50万㎥程度輸送をするという予定を立てておりますが、これまで11月

７日時点で25万3,430㎥ということで、各市町村からの搬出状況を整理した表でございます。 

  53ページは月ごとの輸送量と、棒グラフが累積での輸送量ということで、10月時点では24万

㎥ぐらいということでございました。 

  おめくりいただきまして54ページ、焼却灰についての輸送ということで、仮設の焼却炉から

輸送をしておりまして、大熊工区は広野町の仮設減容化施設、双葉工区は伊達地方衛生処理

組合と南相馬市の仮設焼却炉からの灰の輸送ということで、今、輸送をしているという状況

でございます。 

  それから、55ページでございますけれども、毎年これも行っておりますが、輸送の検証とい

うことで、昨日これも資料を公表しております。もともとこのように輸送の検証をしながら

次の年の輸送にもまたつなげていくということで、検証結果の総括というところをご覧いた

だきたいと思います。 

  １つ目の矢印のところですが、輸送中にタイヤのパンクとかエンジントラブル等が発生する

事案はありましたけれども、停車して修理といったことで適切に対処ができたということ。

また、後ほど資料２でもご説明しますが、土のうの中の含水分が車両から滴るというような

事案がありまして、作業手順の徹底等の再発防止策を行っております。 

  また、２番目の矢印ですが、空間線量等の測定ということで、線量等につきましては十分に

低いということを確認できております。 

  ３番目の矢印ですが、以上のように実施した対策はおおむね想定どおりに機能しております。

日々の輸送を実施する中で発見された課題とかこの環境安全委員会等での指摘等を踏まえま
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して、道路補修や交通安全対策等の対策を講じることで、安全、確実な輸送を実施できてい

ると評価をしております。 

  今回の検証によりまして、今後さらに輸送量の増加ということで見込んでおりますので、引

き続き適切な対策を講じていくということで、一番下の四角ですけれども、今後も引き続き

検証を行いつつ、安全性と確実性の確保を前提として、さらに輸送量が増えるということで

効率性も確保しながら輸送を進めていく必要があるということで考えております。 

  おめくりいただきまして56ページですけれども、今後の輸送量の増加に対応するために必要

な主な対策ということで、（１）これまでの市町村による積込場までの端末輸送との円滑な

調整とか、車両への積載率の向上、また現場発生材の処分ルートの確保等ということで、こ

ういった対策も講じることでさらに輸送が効率的に行われていくだろうということ。 

  それから、積み込み場の搬出時に輸送車両周辺の空間線量率の測定をしておりますけれども、

基準を十分に下回るというようなことが明らかな場合には、測定の実施を見直して搬出に要

する作業時間の短縮をしていくといったようなこともこれからは必要になってくると考えて

おります。 

  （２）ですけれども、輸送のところですが、車両の一般交通への影響について継続的に状況

把握に努めていくということ。それから、休憩施設の追加とかそういったハード面、ソフト

面での適切な対策等の実施等の措置の徹底。 

  それから、（３）の輸送の管理のところですけれども、増加する輸送車両の走行状況の全体

像の把握やトラブル等のアラートの検知を容易にするための総合管理システムのさらなる改

修ということ。さらには、総合管理システムの有効性が確認されたということで、荷下ろし

前の重量測定の実施等の見直しをすることで作業時間を短縮していくと。 

  （４）の施設への搬入というところですけれども、入退ゲートや施設退出時のスクリーニン

グの自動化等による所要時間の短縮ということや、これまで地下水モニタリングを本来月１

回という基準になっているんですが、上乗せして回数を多くしていましたけれども、十分濃

度が低いということが確認できたので月１回にしていくといったこととか、こういった効率

性の部分も含めて、輸送量の増加に対応するための対策も併せてやっていくということで考

えております。 

  保管場、57ページ以降、これは毎回ご紹介をしている資料でございます。丸と四角がありま

すが、四角の印が前回のご説明したところから増えている場所でございます。58、59ページ

が大熊、双葉、それぞれの保管場の整備状況でございます。 
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  おめくりいただきまして60、61ページですけれども、今後使用予定の保管場ということで、

こちらも前回示したところから増えているところが四角の印になっております。 

  続きまして、道路交通対策でございます。 

  63ページが大熊町の部分でありまして、ちょっとごちゃごちゃたくさん書いていますが、赤

い字のところが新しく追加をしております。①から③は黒字なので、④番からご説明をいた

しますけれども、工事用道路の整備ということで、町の中心部を迂回するような形で工事用

道路の計画がございますけれども、今、測量の設計、それから幅杭の設置ということで進ん

でおります。 

  それから、⑥番、ここの大熊町スポーツセンターのところからさらに中間貯蔵の予定地に入

ってくるところですけれども、工事用道路ということで６号線をオーバーパスするというこ

とを考えておりまして、こういった部分の計画について関係機関との調整をしているという

ことでございます。 

  続きまして、ちょっと左のほうに行って国道288号の⑦番、見通し改善をするということで、

福島県の管理道路ということで県が道路の脇の部分の用地の取得ということで、見通し改善

のための対策に向けた作業を進めていただいているところでございます。 

  ⑧番、予定地の中で県道252号と交わるところが黒い点々となっています。これは中間貯蔵

施設内で双葉町と大熊町の間を行き来するルートが現在ないという状況で、敷地内の車両の

動きを円滑化するということで両町を連絡するルートの構築というものを考えていまして、

具体的には平面で交差をするような絵を描いております。それから、⑩番の町境のバリケー

ドの撤去といったようなことを検討、調整を今しておるということでございます。 

  それから、⑨番、６号線沿いの県道252号のところに青い丸印が書いてあります。町道東84

号線から中に入っていくところですけれども、ここは何をやっているかといいますと、今後

帰還困難区域への入域のゲートということで、一人一人チェックするということで、輸送の

車両も今そういうふうにやっているんですが、これから台数が増えてくるということで、こ

この迅速化をしていかなければいけないということで、高速道路で使われているようなＥＴ

Ｃのシステムの活用を考えております。それを今、使用を検討するための試行運用というこ

とで、この部分に機材を設置して実際に今やっております。この結果を用いましてＥＴＣ化

ということで検討をしております。 

  すみません。長くなりまして。おめくりいただきまして64ページでございますけれども、双

葉町側でございます。赤い文字が、変更があったところですが、①番が高万迫取付１号線の
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ところの災害復旧作業ということで進んでおります。それから、②番の町道山田郡山線です

けれども、富沢橋の撤去ということについて着手をしております。それから、その先の道路

については用地取得に向けての作業をしております。 

  それから、⑥番ですね。農道原田前田線の整備ということでの用地取得の作業。それから、

予定地の中でございますけれども、⑨番が先ほどもありましたが、大熊・双葉の連絡ルート

の構築ということでバリケードの撤去の調整中ということ。それから、⑧番が陳場沢・久保

谷地線の災害復旧ということで検討をしております。さらには、先ほどありましたが、ＥＴ

Ｃ化というのがありましたけれども、⑩番のところですね、７月の環境安全委員会でも、厚

生病院前の交差点の利用ということでご意見をいただいておりますが、双葉町当局とご相談

をしまして、この厚生病院前の交差点にある程度車両の集約ということも考えております。

ということで、この部分の利用ということでＥＴＣの活用の可否等の検討、この部分も併せ

てしていきたいと思っております。 

  続きまして、65、66ページは舗装厚改良工事の状況でございまして、緑色の部分が新たに、

今後通行台数が増えてくるということで計画をしている箇所でございます。 

  それから、67ページですが、高速道路の休憩施設ということで、これも毎回お出しをしてい

る資料ですので詳細な説明は割愛させていただきますが、休憩施設の利用状況でございます。 

  68ページ、先ほどもありましたが、周辺の交通量の状況調査、把握ということでやっており

まして、常磐道につきまして、現在、環境省の輸送車両が通っている時間帯での速度低下等

が起きていないということは確認をしております。 

  69ページ以降はモニタリングについてでございます。これも毎回お示しをしている資料でご

ざいまして、70ページに全体をまとめております。仮置場搬出時の輸送車両周辺の空間線量

率は全体の96％は１µSv/h以下、全車両が基準の100µSv/hを十分に下回っているとか、輸送路

における放射線量率につきましても十分に追加被曝線量は小さいといったようなことの確認。

それから、境界での空間線量率等の確認ということで、詳細は先ほどの別添資料に記載があ

りますが、このような形でご紹介をさせていただきます。 

  71ページも作業員の被曝線量でございます。左側のグラフが、作業員の方、４月以降の被曝

線量ですけれども、グラフの下の米印２番に書いてありますけれども、中間貯蔵施設に入ら

れてからの作業員さんの累積被曝線量の最大は3.2µSvということで、それより大きい９µSvぐ

らいのところにも１名いらっしゃいますけれども、ここに入られる前の第１原発での作業に

よる状況ということで聞いております。 
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  右側のグラフは日時の被曝線量についての書いたものでございます。 

  その次以降は参考として今年度の事業方針がついておりまして、もう一つだけ、参考資料の

１番ということで用地の状況を配付しております。10月末時点で1,180人の方にご契約をいた

だきまして、50％ですね。登記記録人数に対してはちょうど50％ということになっておりま

す。 

  すみません。大変資料の説明が長くなって申し訳なかったのですが、説明は以上です。 

○河津委員長 ありがとうございました。 

  それでは、今のご説明に対しての質問を受けたいと思います。質問またはご意見のある方。

石田委員。 

○石田（順）委員 説明ありがとうございました。最初に説明いただいた資料１別添の18ページ

の受入・分別施設の双葉工区ですけれども、モニタリング結果ということがあって、その右

上のところに空気中の放射能濃度ということで、測定結果とそれから下限値と濃度限度等に

ついて記載されているんですが、下限値が、表のすぐ下ですけれども、セシウム134は1.7掛

ける10、つまり17ですよね。それから、セシウム137は1.9掛ける10で19Bq/cm3なんですが、そ

の二、三行下に濃度限度としてはセシウム134は20、それからセシウム137が30Bq/cm3となって

おりまして、限度と検出下限値が非常に近い。 

  ですから、例えばセシウム134について見れば、20とか21になればいきなりもう限度をオー

バーしてしまうというような数値構成になっているんですけれども、この辺についてどうい

うふうに考えているんでしょうか。限度が20、30Bq/cm3であれば、５分の１から10分の１ぐら

いの検出下限で測定ができるように試料の量を調整するとか測定する時間を長くするとか、

ちょっとそういうことをしないと正確な数値が得られないのではないかと思います。その辺

どういうふうにお考えでしょうか。 

○河津委員長 今のご質問に対して、お願いいたします。 

○亀井（環境省） ご意見ありがとうございます。ご指摘のとおり、濃度限度をまず下回るとい

うのが１つの基準でございまして、それを確認するためにこれをやっているんですけれども、

今までの測定で濃度限度に検出下限値が近いということもございますので、今後そこは見直

していきたいと考えております。 

  あと、先ほど途中でご説明しましたけれども、空気中の放射能濃度については前回のご意見

を踏まえて連続測定も行って、そこで不検出ということも確認をしておりますので、そうい

ったところを確認しながらやっていきたいと思っております。 
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○河津委員長 よろしいでしょうか。 

○石田（順）委員 あと、別なページなんですけれども、資料１の21ページのところにモニタリ

ング結果の概要ということで、受入・分別施設の双葉工区ということで書いてあるんですが、

この中で空間線量率が３段目のところに書いてありまして0.07から0.10µSv/hの範囲であった

ということで、これは18ページの大熊の測定結果と比較して５分の１程度になっているんで

すが、この５倍ぐらいの差があるという理由は何なのか、ちょっとわかったら教えていただ

けますか。 

○亀井（環境省） ただいまのご質問については、もともとの空間線量率が、この受入・分別施

設がある場所なんですけれども、双葉に比べて大熊のほうが高い場所にございまして、線量

低減あるいは場所の舗装をした上でやっているので、もともとよりは大分下がってはいるん

ですけれども、やはり周辺のまだ全くさわっていない部分もございますので、空間線量率と

してはちょっと差が出ているということでございます。 

○石田（順）委員 わかりました。全体的に下げるというのはなかなか大変なことだと思うんで

すが、やはり人が働く環境に近いようなところについては優先的に除染をして、快適な作業

環境、放射線的に快適な環境でやれるような形で対応していただければよろしいかと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○河津委員長 では、よろしくお願いしたいと思います。 

  ほかにいかがでしょうか。菅野委員、どうぞ。 

○菅野委員 双葉町の菅野です。 

  まず、10ページの放射線濃度１万Bqとかそういう基準、説明するときは空間線量で言ってみ

たり、何とかと今日の説明の中で色々あったんですけれども、ちゃんと統一した２つあるん

だったら空間線量も汚染度、周りの汚れとかそういうのもちゃんと説明しないと中途半端な

説明になっていると思うんですよね。そこら辺をちょっと気をつけていただきたい。 

  あと、管理区域、これは10番の図を見ると外も管理区域になっているじゃないですか。スク

リーニング場、ここまでは管理区域だと思うんですよね。それで管理区域が外であるという

ことが、屋外であるということがあり得るのかどうなのか。普通であれば、そこで管理区域

から砂なり何なりという汚染物質があったときに、風等雨等で流れたりということを考えて

いないのか。これは普通の子供でもわかるようなことなので、ちゃんとそれだけの国として

の、そんな甘っちょろい話ではなくて、普通に汚染物は雨で流れますよね、風で飛びますよ

ね、そこら辺を考えた中で、これが屋外でいいのかどうなのかということ。 
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  あと、52ページ、これ、学校等の計画がありますよね。搬出予定等ありますよね。昨年の夏

に、夏休みに全部運びたいからという話をして、町有地とかそういうのを提供させておいた

にもかかわらず、いまだに終わっていないということはどういうことですか。これははっき

り言うと環境省のミスですよね。子供たちを守ると言うんだったら、子供たちの学校とかそ

ういうところを進めていかなくちゃならないものに対して、これは大きなミスなんですけれ

ども、何で終わっていないのか。いつまでに終わるのかお答えください。 

  あと、全体的に言わせてもらいたいことがもう一つあります。環境省さんで今日視察した中

で目立ったなと思うのが、もっと大きな工事ができるように見えました。というのは、今ま

で１回目の会議からずっと言っていたのは、土地買収ができていない。特に所長、ね、寄り

添った土地買収も何もしてなくて、責任感じているんですかね。これはちゃんとした土地買

収ができれば、もっと大きな工事とかそういう搬入に関してもちゃんとできると思うんです

よ。地権者の方に寄り添ってない、話を聞いてない、それはもう完全に国の横暴ですよ。そ

れで、これをやらなければちゃんと中間貯蔵が計画どおりに進まないということは、一番自

分たちがわかっているんじゃないですか。これ、いつまでに完了するのか。これもお答えく

ださい。 

○河津委員長 それでは、環境省さん、どうぞ今のについてお答え願います。 

○亀井（環境省） ご意見ありがとうございます。 

  まず１つ目のご意見については、ちょっとわかりにくい説明で申し訳ありません。管理区域

の設定については、放射能濃度が１万Bq/kgを超える放射性セシウムが含まれる除染土壌を扱

う場合には、まず電離則というものが適用されます。その中で管理区域が設定される基準と

しては、空間線量率で、実効線量３カ月1.3mSvと資料には書いてございますが2.5µSv/h相当

という基準、それから、表面汚染密度で４Bq/cm2というものがございまして、それを超えるお

それがある場所には管理区域を設定しております。 

  それで、ご質問の屋外にも管理区域があるのかというところについては、そういった場合も

ございまして、大熊町の受入・分別施設の受入棟については、屋根はございますけれども屋

外で管理区域を設定しております。そこから土壌とかが飛散しないのかというところにつき

ましては、実際に袋を破ったりするのはこの建屋の中でして、建屋の中については飛散防止

措置、二重扉ですとか負圧の管理とかということをやっております。外は、空間線量率の先

ほどの2.5µSv/hですとか表面汚染密度とかそういったものが超えるおそれがあるところにつ

いては区切りまして、入退域をしっかり管理をしていくエリアということで設定をしており
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ます。１つ目のご質問については以上でございます。 

○鈴木（環境省） ２番目の学校からの搬出についてでございます。 

  環境省としましても、最後73ページに今年度の事業の方針を添付させていただいております

けれども、輸送につきましては学校のものを優先的にやっていくということで事業方針をお

示しをして、市町村さんのほうにもそのように進めていきたいということでお知らせをして

おるところでございますけれども、すみません、なかなか環境省からもっと事前の市町村さ

んへの呼びかけというか、学校からの掘り出しとかその辺をもっとやっていただかないとい

けない部分があったかと思っております。 

  やっぱりなかなか１個１個の学校だけで見てみるとご都合がそれぞれある中であるんですが、

今、なるべく優先的に掘り出しをしていただいているということで、グラウンドの下等に埋

まっているものを掘り出す部分で若干時間がかかってしまっている部分はございます。いつ

までに終わるのかということが、申し訳ないんですが、まだ具体的にこの時期までに掘り出

すということが決まっていない学校もあるものですから、なかなか今この場でいつまでと申

し上げられなくて申し訳ないんですけれども、引き続き学校のものを優先ということで取り

組んでいきたいと思います。 

○河津委員長 菅野委員、よろしいでしょうか。（「もう一点」の声あり）はい。 

○土居（環境省） 用地につきましてご指摘いただきました。おっしゃっていただいたように、

施設が大きく、また効率的に進めるためには用地が必要不可欠でございます。ただ委員ご指

摘のとおり、我々のまだ努力が足りない、十分に丁寧にご説明させていただいていない部分

がございますので、さらに地域に寄り添った形で進めさせていただきたいというふうに考え

ております。 

  1,600ヘクタールあるうち、連絡先がわかっておられる方につきましては、大部分は調査に

入らせてはいただいておりますけれども、そのほか連絡先のわからない方、また相続の部分、

共有地、こういったものもまだ相当程度ありますので、そちらにつきましても状況に応じて

丁寧な説明をさらにしていきたいというふうに考えております。 

○菅野委員 一番最初の管理区域の問題の話なんですけれども、普通に考えてさっき言ったよう

に風、気圧管理を全部していますよと言っていますけれども、万が一がありませんか。埃に

したって何にしたって色々なことがあるじゃないですか。そういうことを考えて、人ごとな

んですよ、それが。普通管理区域といったら危ない所という印象がみんなあるんですよ。Ａ

区域、Ｂ区域、Ｃ区域、Ｄ区域と原子力発電所でやっているじゃないですか。Ａ区域で外も
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あるのかもしれないけれども、これは今から線量が高いものが入ってきて、今は大丈夫です

よ。今だけの話ではないでしょう。これは30年間やるんでしょう。そういうことを考えた先

が見えてないんですよ、計画に。これはもっと線量が高いものが出てくるわけじゃないです

か。先も見ないで、目先のことばっかりやれば、それでいいのかもしれないけれども、ただ

お金をかけないでちゃんとした仕事をしないのはやっつけ仕事というんですよ、こっちのほ

うではね。やっつけ仕事でやってもらったら、僕ら地域の人間は困るので、ね。帰りなさい

よと言っているんだったら、それだけのちゃんとしたことをやってくださいよ、国で。環境

省さん、ちょっとやっつけ仕事多いですよ。 

  あと、もう一つの点、学校のほう。パフォーマンスやめてくださいよ、じゃあ。去年この問

題で双葉の町の議会とかそういうのではすごい問題になりました。できもしないことを言う

ということは、環境省、どういうことですか、これ。夏休み、冬休み使って、春休み今まで

ありました。その中で、ね、あのときは夏休みを大多数取りたい、冬休みを使う、春休みも

使う。また夏休みももう過ぎてるんですよ。それで、普通であれば今終わってなくちゃおか

しいじゃないですか。言い分けと屁理屈は聞きたくないですよ。朝早くから来てるんだから、

自分の仕事ちゃんとやってください。ちゃんとできないんだったら違う人に代わってやって

くださいよ。同じ顔ぶれでそういうことをやられるのも嫌ですから。 

  あと、用地買収に関しては同意してるのに、ね、お金が払えない、何回かに分けてやったり、

そういうことをしているじゃないですか。そういう事例ありますよ、実際。僕、聞いている

ので、ちゃんと。ね。所長がここにいて地域の人間と話さないで、ね、そういう人たちと話

さないで逃げてばっかりいたら、そういう事例が全然集まらないんですよ。だから、用地買

収も進まないんですよ。売ってもいいという人が、そういうふうにさせないでくださいよ。

多分今ほとんどの方が中間貯蔵に反対ではないんですよ。環境省の対応なんですよ。事業を

進めるためには福島県、日本の国のためだと言うんだったら、ちゃんと、所長、やらなかっ

たらどうしようもないでしょう。そういう事例が僕たちの耳に入ってきて、所長の耳に入っ

てきてないということは、職務怠慢ですよ。そこら辺考えて進めてもらわないと、中間貯蔵

だって30年なら30年できっちり終われないじゃないですか。ちゃんとそこら辺を踏まえてち

ょっと答えてください。 

○亀井（環境省） まず１つ目のご質問につきましては、ご意見を踏まえまして、万一のときが

ないのか、それから、これから線量が上がってくるときにどうかということを見据えて、安

全性を確認していくためにどういったことができるのかということを検討していきたいと思



-17- 

います。 

○河津委員長 次……土屋委員。関連してですね。どうぞ。所長、今の件に関してじゃなくてで

すか。 

○土屋委員 菅野委員の管理区域の件で、私もちょっと思ったんですけれども、スクリーニング

をして汚染をしていたらば除染をする施設がありましたよね。除染をするということは汚染

しているという前提ですから、その汚染しているという前提ですと、やはり私もできればス

クリーニングまでは管理区域にするべきではないかなと。管理区域から出すのはきれいなも

のを出すと。それは除染してから出すということで、現在、今までのスクリーニングの結果

はもう１万3,000cpmは確かに下がってはいますけれども、そういうリスクを抑えるためには、

そこは管理区域にしたほうがいいんじゃないかなという提案をしたいと思います。以上です。 

○河津委員長 今のについてどうでしょうか。 

  管理区域というのがどうなんですか。というのは、色々な管理区域があると思うんですね。

いわゆる障害防止法の管理区域であったりとか原子炉規制法であったりとか、あと除染の関

係の管理区域だとか、ちょっとその辺の整理も必要かなと思うんですね。 

○亀井（環境省） 先ほどご説明したつもりでしたけれども、ここで言っている管理区域という

のは、電離放射線障害防止規則、電離則に基づく管理区域です。ただ、そこの設定基準とい

うのは各法令間で整合が取られておりますので、基準となる2.5μSv/hですとか４Bq/cm2とい

うところに変わりはないと認識しております。 

  土屋委員のご指摘に関しましては、現状、管理区域の外でスクリーニングをやっているとこ

ろではございますけれども、ご意見を踏まえて、その安全性を確認していくためにどのよう

にしていけばいいのかということを検討していきたいと思います。 

○河津委員長 管理区域はよろしいでしょうか。 

  それでは、学校の関係のほうで何かご意見ございますか。学校のほうは実際に流れとしてど

ういう流れになっているか、ちょっと説明していただきたいと思うんですけれども、要は、

環境省がこれという指定というのはなかなかできないかと思うんです。そこに例えば県が入

ったり市町村が入りながら、どこを搬出してくるかとかというルートといいますか、そうい

う段階があるのではないかと思うんですけれども、その辺を含めてご紹介いただければ思い

ます。 

○鈴木（環境省） まず、学校の除染が地震の後かなり優先的に最初に取り組まれたということ

で、仮置き場等がない中で、学校のグラウンドの下に除染で出たものが埋まっている場合が
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非常に多いです。それで、まずその掘り起こしをしていただかないといけないということな

んですが、その部分を市町村にお願いをしております。もともと市町村の担当している除染

で出てきた部分ということで、掘り起こし作業も市町村にお願いをしておるんですが、なか

なか今使っているグラウンドを使えなくするといったようなことで、学校の行事とかそうい

ったことの都合もあるやに聞いておりますが、そうはいってもなるべく早く出していきたい

ということはあるので、我々も優先的にそこを取り組んでいくということでお願いをしてお

るところでございます。 

○河津委員長 よろしいですか。（聴取不能の声あり） 

  それでは、用地のほうですね。実はこの委員会と直接関係する部分ではないんですけれども、

ある意味やっぱり住民の理解というのは非常に必要なものですから。（聴取不能の声あり）

では、その辺も含めまして、お願いいたします。 

○土居（環境省） 先ほど委員からご指摘いただきました事例につきましては、地権者の方にご

迷惑をかける事例だというふうに認識しておりますので、そういう状況につきまして、改め

まして私のほうで把握させていただきまして対応させていただければと思います。事例につ

きましては、終わった後また、もしよろしければ詳しく教えていただければと思います。あ

りがとうございます。 

○河津委員長 菅野委員、よろしいですか。 

  それでは、千葉委員、お願いします。 

○千葉委員 大熊町の千葉でございます。今日視察させてもらって２点質問があります。 

  １つは、土壌貯蔵施設なんですが、今日初めて土を特殊なブルドーザーも使って転圧してい

るところを見たんですが、以前、議会で視察したときは工事中だったのでわからなかったん

ですが、黒ボクに近い土をあれだけ転圧すると、今、模型図にある浸出水を浸出処理施設に

持っていくという前に、あれぐらいの重機で非常に粒子の細かい土をああやって転圧すると、

上にシートで防水処理をする前に地面にしみ込まないで、大雨降ったらあのままたまっちゃ

うんじゃないかなというそういう懸念があるんですよ。 

  ですから、途中にガス抜きが２つか３つあったようですけれども、本当にその下の浸出水を

通過する管に、最初の１m、２mのときには行くかもしれませんけれども、これから積んでい

く段階で何往復もあれだけの重機が動き回ると、今日見た土は、後で話しますけれども、受

入・分別施設でも見たんですけれども、非常に細かい粒子の土なので、しかもセシウムが付

着していると思われているのはシルトとか粘土ですよね。あれは踏み固めるとカチカチにな
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っちゃうんですよね。ですから、非常に水がたまりやすいんですけれども、そのオーバーフ

ローレベルを考慮して、完全に土を満杯にしてからシートをするのではなくて、どこか30cm

とか40cmの雨降っても水中ポンプで排水できるようなそういうような対策をとっておかない

と、水がたまってそのうちじわじわじわじわ抜けていく前に、水がたまったものが外の一般

調整池に行く水路に流れ出ちゃうのではないかなというのを今日見ていて思ったので、その

件について何かそういう検討をなされたかというのが１点。 

  あと、もう１つは、受入・分別施設の中で、空間線量の確認はいいのですが、双葉工区と大

熊工区を見たときに、双葉工区のフレコンの破砕施設の周りのローカルクーラーかわかりま

せんけれども、そういう装置の上は真っ白ですし、鉄板引いてあるところも埃がたまって真

っ白なんですね。大熊工区のほうも、周りは非常に双葉工区よりも見通しが非常にきれいで、

そんなに埃たっているようには見えないんですけれども、排気装置の管のところにはうっす

らと白く埃がたまっているんです。 

  私が気にしているのは、空間をパーセンテージで空間線量率等カウントして引っかからない

にしても、毎日毎日堆積していくのは壁だとか、あと天井の骨材、トラス骨材だとかそうい

うところにたまって蓄積すると。実は蓄積すると蓄積物自体は固まりになった落ちたときに

はかなりの濃度の放射性物質になるんじゃないかと思うので、表面汚染度の調査というのを

月に１回とありますけれども、試運転した時期というのは色々まだまだトライアンドエラー

なので、その時期はもう少し回数をふやして、排気装置の周りだとか、あとそういう色んな

場所に埃が多分たまるであろう始業前、朝始まる前、埃が浮遊したのが落ちますから朝一番

にその表面汚染密度を取るだとかそういうようなことをやって、ちょっとダストの問題とい

うのは、空間で測っているものと床だとか壁だとかそういう機械の装置に着いたものでは大

分違うと思いますので、ぜひそこは連続測定というよりかは定期的に朝一番に作業開始前に

取るということを検討いただけないか、その２点についてお願いします。 

○河津委員長 それでは、環境省、よろしくお願いします。 

○鈴木（環境省） １点目の雨水等が浸透するのかどうかというところかと思いますけれども、

一定間隔ごとに排水層というんですかね、少し目の粗いレキみたいなもので排水層を設ける

ことにしているので、あとは縦孔と横孔とで縦横に排水層をつけていくので水は抜けるんじ

ゃないかなと思っているんですけれども、委員ご指摘のところ、それで問題ないかというこ

とは引き続き検討はしていきたいと思います。 

○亀井（環境省） ２つ目の受入・分別施設における測定の件ですけれども、現状、空間線量率
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や、空気中の放射能濃度の測定をしておりますが、それに限らず、どこか堆積をしていると

ころがあると濃度が高くなっているのではないかというご指摘と承りましたので、実態を確

認しながら、特に今の初期の段階については試験的に確認をしていくということを検討して

いきたいと思います。 

○河津委員長 よろしいでしょうか。恐らくシルト質の転圧については色々なデータがあるので

はないかと思うんですけれども、色々産廃施設とか各データがあるかと思います。そういう

ところから、そういったものについてのちゃんとした具体的な科学的な面での何か根拠みた

いなものをお示しいただいたほうがいいかと思いますので、その辺はよろしくお願いいたし

ます。 

  ほかにいかがでしょうか。高萩委員、お願いします。 

○高萩委員 双葉町の高萩です。今日は大熊、双葉両方の施設を見せていただいて、私の率直な

感想を申し上げますと、ちょっと大熊と双葉で、業者さんも違うのでちょっとつくりが違う

と思いまして、ちょっと質問させていただいたのは、大熊工区さんの袋を破く破袋設備、あ

れは水を使っているじゃないですか。その水処理をあの中でどうされているのかが１点。 

  それと、先ほどからうちの菅野委員とか皆さん言っていますけれども、受入棟の外にある部

分で、例えば台風が来たときとかそういうときの作業はやめているのとか、何か風雨にさら

されていますので、そういうのは例えば台風が来たときは作業を中止しますとか、そういう

管理をきちんとされているのかどうかですね。 

  あとは、いつもの話で申し訳ないんですけれども、道路整備はきちんとこれからも継続して

やっていただきたいと思います。 

  私の感想は、双葉側のほうがトラックの荷下ろしもちゃんと建屋の中に入っているので、こ

ちらのほうが安全かなとも思ったんですよ。先ほど言ったとおり、大熊さんは外にあるので、

だから、台風のときとか風が強いときとか色々飛散しちゃうし、さっきの水を使っています

よね。その辺ちょっとどうなのか。その２点を質問でお願いします。 

○河津委員長 それでは、環境省、お願いします。 

○鈴木（環境省） まず、フレコンのウォーターカッターの部分ですけれども、水の量は非常に

少ないです。ちょっと違っていたら後で指摘してほしいんですけれども、１袋破くのに確か

0.5Lとかそれぐらいしか使ってないはずで、水がそこからぽたぽた落ちてくるということは

ほとんど考えてはいません。ただやっぱりそういうのがないとは限らないので、水が仮に落

ちてきたときは、水は集めてタンクでためて水処理施設のほうに持っていくということには
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しております。すみません、１袋破くのに必要な水の量は1.3Lということでした。ごめんな

さい。 

  それから、台風が来たときですけれども、基本的には風速10mでは、それはＪＶごとに作業

中止基準を決めていただいていますけれども、風速10mを超えるという状況では作業は停止す

るということで、台風等があれば当然影響の出ないように養生するとか色んな対策はしてい

かなければいけないと思っております。 

○河津委員長 よろしいですか。あと、道路整備については引き続きまたよろしくお願いしたい

と思います。 

  ほかにいかがでしょうか。石田委員、お願いします。 

○石田（仁）委員 大熊町の石田です。資料23ページと24ページ、作業環境の件なんですが、気

流については、給気口から排気口に向かう、集じん機に向かう、空気の流れが形成されてい

ることを確認、これは当たり前だと思うんですけれども、ただそれについても気流の強弱が

あるはずで、弱いところはどういう状態であったのかとか、そういうふうなのは調べている

のか。 

  もう一点、今年は夏が余り暑くなかったんですよね。もう曇りとかで天候が不順でありまし

た。それで、双葉のほうでは３mと1.5mで１から３度高くなる地点があったとなっているんで

すが、大熊のほうは測定高さによる大きな差異は見られなかったというふうな表現はあるん

ですが、一方で、午後になると北側の建屋よりも南側の建屋が高くなったという表現があり

ます。これは具体的にはどのぐらいなのか。どういう条件で測ってこの数字を出しているの

か。片方は出さないのか。この理由について説明をお願いします。 

○河津委員長 それでは、お願いします。 

○亀井（環境省） ご意見ありがとうございます。 

  まず、気流の強弱については調べておりますけれども、すみません、今回そこまで明確にお

示しできる資料になっていなかったので、またしっかり整理をしてそこはお示ししていきた

いと思います。当然大きな流れとして給気口から集じん機への流れがあったということなん

ですけれども、強弱ございますので、そういったところもお示ししていきたいと思います。 

  それと、温度の差についても、もちろん取っている詳細なデータはございますけれども、ち

ょっと測定地点も多いものですから、総括的に書かせていただいたものでございます。そこ

についてもなるべくわかりやすくお示しできるようにしていきたいと思いますが、いずれに

しても、これは夏、やはりこの施設の中は、前回の委員会でもご指摘いただきましたけれど
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も、大分暑かったものですから、作業員の皆様の熱中症対策ということもございまして、今

はもう涼しくなってきましたけれども、来年以降も運転していくときにどのようにしていけ

ればよいかということを確認するためにやったものでございますので、しっかりここの調査

結果を整理いたしまして、次の運転につなげていきたいと考えております。 

○河津委員長 石田委員、よろしいですか。 

○石田（仁）委員 そういう形でお願いしたいということと、強弱につきましては、先ほど千葉

委員からありましたように、片方にダストがたまるというふうな現象も見られますので、や

っぱりそういうところの管理のあり方というのもまた考えていかなきゃいけないと思います

ので、検討方よろしくお願いしたいと思います。 

○河津委員長 それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

  ほかに、よろしいでしょうか。どうぞ。 

○吉岡委員 大熊町環境対策課の吉岡でございます。 

  ちょっと確認しておきたいことがあるんですけれども、受入・分別施設の中に、10ページに

なりますか、改質設備というのがあるんですけれども、これは水分の多い土については水分

を取るようなことをするという設備だと思うんですけれども、ここでもし非常に乾いた状態

の土が入って来た場合の対策は何か考えているのかと。ふるいに目詰まりしなくて大変いい

んですけれども、ダストの飛散というのは十分考えられますので、その辺は検討されている

のかということと、あと、受入・分別施設の雨水の処理、雨水の中に若干埃とかなんかも混

ざることも考えられるとは思うんですが、この処理については調整池のみなのかどうかとい

う確認と、あと１点お願いなんですけれども、貯蔵施設、これから浜通りの気候は乾燥して

風が強いというような気候になりますので、貯蔵する場合には水分管理に十分注意して、ダ

ストの飛散が少なくなるようなことに十分注意していただきたいと思っております。以上で

す。 

○河津委員長 それでは、環境省のほうからご説明をお願いします。 

○鈴木（環境省） １つ目はお待ちください。 

○平塚（環境省） １つ目ですけれども、まず乾いた場合あるいは含水率が非常に少ない場合は、

改質材は添加しません。 

  ご質問の趣旨は、逆に乾いている場合は飛散をしたりとかということはないのかということ

だと思いますけれども、受入・分別施設の中につきましては局所集じん機をつけております

ので、施設の中でそういった問題があった場合でもきちんとそれは集じんできているという
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ことなります。分別した後のものは、今度は土壌貯蔵施設に運び入れるわけですけれども、

その際もシートをした形で運搬をしておりますので、飛散をするようなことがないように対

策を講じております。 

○河津委員長 続いてお願いします。 

○亀井（環境省） ２つ目のご質問については、受入・分別施設の屋外でたまった雨水というこ

とかと思いますけれども、外側を流れているものについては調整池に行きます。それで、受

入棟のこの管理区域の中に、屋根はございますけれども、風があってそこにたまったような

水については、集めて放射能濃度を測定していくという運用で考えております。 

  それから、最後の水分管理につきましては、10ページ、11ページにそれぞれ受入・分別施設

内の水分補給場所をお示ししておりまして、ここで特に夏場はお昼だけではなくて定期的に

休憩時間を取っていただいて……すみません。違いましたか。３つ目のご質問はちょっと聞

き取れておりませんでした。 

○吉岡委員 すみません。貯蔵施設のほうに貯蔵した土壌についてですけれども、これから空気

が乾燥してくる、あと風が強くなるということで飛散が考えられるので、散水対策等十分に

していただきたいというのが３つ目でございます。 

  それから、１つ目なんですけれども、余り乾いた土を運ぶよりは、ある程度水分を含ませて

飛散を防止して運んだほうがいいというふうに考えられますので、処理した土をある程度水

分の多いものと少ないものを混ぜて運搬するとかそういうふうな手法を考えれば、あえて水

を加えなくてもいいのかなとは思いますけれども、余り乾いているようなものであれば水を

加えるというのも１つの手かなと思いますので、ご検討をお願いしたいと思います。 

○河津委員長 よろしいですか。はい、お願いします。 

○平塚（環境省） ありがとうございます。実は、改質材を添加する工程で水分量を測っており

ますので、大体水分がどういう分布で来ているのかと、あるいは非常に水分が少ないものが

続くようなことがあればそれは数字から読めますので、実際に運転する中で必要に応じて、

できるだけ水分のバランスをとって乾いたものと湿ったものを混合してといいますか、適切

に乾いたものだけが行かないようにというふうなことができるように、ちょっと運転の中で

検討してまいりたいと思っております。 

○亀井（環境省） すみません。３つ目のご質問については、土壌貯蔵施設ということで、ご指

摘のとおり、飛散防止のために散水等を定期的に行って、余り乾かない状態というのを保っ

ていきたいと思っております。 
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○河津委員長 吉岡委員、よろしいですか。それでは、金田委員、お願いします。 

○金田委員 双葉町の金田です。私も今日拝見して、受入・分別施設の関係だったんですけれど

も、今日は大熊町分、双葉町分を見た中で、私のほうは車両のスクリーニング施設のところ

で、先に双葉町で、そこのスクリーニング、いわゆるサーベイの作業自体は人が直接という

ふうな説明を受けたかと思いました。大熊町さんのを拝見したときに、車両汚染検査装置で

すか、機械のほうで行うというようなのを今日拝見しまして、素人目に、一定の水準をクリ

アした中でのどちらも検査ですというお話なんでしょうが、ちょっと余りにも違いがあるの

かなと思ったものですから、このそれぞれの検査はどのような形で、実際に違いがあるのか

ないのかも含めて、ちょっと説明いただければと思います。 

○河津委員長 では、環境省さん、お願いします。 

○亀井（環境省） ご意見ありがとうございます。 

  大熊町の受入・分別施設で入れている自動スクリーニング装置につきましても、双葉町のほ

うで人手でやっているものにつきましても、基本的にはタイヤ、それからタイヤハウスの中

ですとか、あとは荷台、除染土壌を載せていた荷台、そういったところを確認していくとい

うこと自体は基本的なところは同じでございます。そこをしっかりと確認をした上で出てい

きます。 

  それをやっていくスピードとか、あとは人でやるというところに対して機械でやるというと

ころのさらなる確実性といったところには違いはあろうかと思います。ですので、ちょっと

車内でもご説明あったかとは思いますけれども、双葉町のほうでも自動スクリーニング装置

の導入ということは検討をしているところでございます。 

○金田委員 確認ですけれども、今日現場で見た双葉工区のほうの受入・分別施設にも、そうい

った装置を入れるような検討をされているということでよろしいんですか。 

○亀井（環境省） はい。そのようなことを検討しております。 

○河津委員長 よろしいでしょうか。先ほどＩＣＴ活用というふうなことで環境省のほうからも

大分出されておりますので、なるべく作業員の被曝管理の面からも、あと環境保全、作業環

境の改善のためにもぜひ色々検討していただければと思います。よろしくお願いしたいと思

います。 

  あと、ほかにいかがでしょうか。どうぞ。ここで１回切りたいと思います。 

○門馬委員 大熊町の門馬と申します。土壌貯蔵施設の脇にタンク、つまり水処理施設があるん

ですが、そこで先ほど午前中、異常がなければ川に流すというような説明がありました。こ
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れは環境省単独、独断で流しちゃうんですか。それとも、町、それから県、それから漁業関

係者に了解をもらってから流すということなんですか。その辺をちょっと教えてください。 

○河津委員長 環境省、お願いします。 

○鈴木（環境省） そうですね。この全体環境省の事業、この中間貯蔵だけではないんですけれ

ども、除染の現場等々でもまず基準がございます。セシウムの２種類がありますが、それぞ

れ60と90で割って１以下であれば排水をできるということで排水の基準がございまして、こ

れまでも色んな現場でその数字を使ってやっているところでございますけれども、中間貯蔵

でも同様の基準、ただ十分ですね、その基準というよりは、かなりそれに比べれば十分下回

っていて管理をできるということで考えておりまして、そういう決められた基準に基づいて

管理をして、確認をして放流をするということかと思っております。 

○河津委員長 はい、どうぞ。 

○門馬委員 私が心配しているのは、この基準以下だから環境省独断で流しちゃうということで、

後で漁業関係者とかその他の関係者から何か問題が起きないかということを心配しているん

です。その辺についてはどうなんですか。 

○鈴木（環境省） そうですね。測定結果等につきましてはきちんと公表するとかいうことで、

このような数値の排水を放流しているということは、透明性を持って世の中に公表等をして

いくことが重要かなと思っております。 

○河津委員長 どうぞ。 

○門馬委員 その辺についてぜひ公表をして、後から問題が起きないように、そういう措置はき

ちんとやっていただきたいというふうに思っております。 

○河津委員長 やはり非常に重要な話だと思いますので、ぜひ公開、データの公開というのは一

番基本だと思いますので、なるべく出たデータをそのまま出すようにして、当然その評価も

しながらだと思いますけれども、ぜひそういう公開については積極的に進めていただければ

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  ちょっと時間が大分押していますので、一応次の議題に移りまして、それからまた総合的に

意見がありましたらお聞きしたいと思います。 

  それでは、次の２番目の議題につきまして、環境省のほうからご説明のほうをよろしくお願

いします。 

○鈴木（環境省） 資料２をご覧ください。前回の委員会以降に発生しました事例と対応という

ことでご説明をさせていただきます。 
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  まず、おめくりいただきまして、先ほど資料１の中でも少し触れたんですけれども、輸送中

に土のうから濁水が滴ったということでございました。事例の概要ですけれども、８月です

が、棚倉町の仮置場から中間貯蔵のほうへ移送中、差塩パーキングエリアで休憩中に車両の

側面、写真のように濁水が滴っているということを運転手が発見したということでございま

す。原因を確認したところ、水を含む土のう袋が荷台の内側に倒れ込んでいたということで、

そこから外側に水が伝って出てしまったということがわかりました。 

  そこのトラック周辺、それからこの水が滴った場所の線量を測定しまして異常はなかったと

いうことでございましたけれども、このようなことで大変不安を感じる方もいらっしゃると

思いますので、その大型袋の水が入っているものについての取扱いについての作業手順の徹

底ということ、すみません、原因のところを飛ばしましたけれども、土のう袋の内袋にロッ

クをかけることになっているんですが、そのロックが適切にされていなかったということで

ございましたので、改めて作業手順の徹底等を図っていきます。 

  ３ページ目でございますが、輸送車両の故障等ということで幾つか生じてございます。①番

がエアブレーキの異常発生ということ、それから②番目がパンク、③番目が車両の排気系等

の異常を知らせる警報の作動と、④番目がアクセルの異常ということでアクセルを踏んでも

スピードが上がらなかったということで、それぞれ生じておりますが、その運転手が気づい

た段階で停車をしまして修理等をするとか、そういう業者に見てもらって自走可能であれば

自走をして修理をするとかということで、それぞれ対応をしてございます。 

  ４ページです。これもこれまでも何度かありまして、環境省からも受注者に注意をしておっ

たんですが、まだゼロにはなっていないということで、輸送中にステッカーの落下がござい

ました。雨とかそういったことでもあったというのもあるのですが、雨とかというのは当然

想定されることですので、より脱落しづらい固定方法についての周知ということで徹底を図

っていきます。 

  それから、５ページ目でございます。運ぶ土のうの取扱い不備ということで、まず①番です

けれども、システム登録をされていない土のうを輸送してしまったということで、本来は１

袋１袋登録をした上で運ぶんですけれども、違うものを間違って積み込んでしまったという

ことでございます。それもありまして、その車両について500kgの過積載が生じてしまってい

たということでございます。システムに登録し直して定置を行っております。 

  ②番でございますけれども、違う土のうの番号を読み込んで輸送を行ってしまったというこ

とであります。当然受け入れる部分でももう一回システムを確認するので、間違ったものが
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そのまま定置されたり処理されたりということはないんですけれども、そのようなことで登

録し直して定置をしたということでございます。 

  ６ページでございますが、運転手が運転中に携帯電話を使用しまして交通違反ということで

警察に止められたという事案がございました。緊急といっても運転中に出てはいけないとい

う規則がございますので改めて周知徹底ということで、この運転手さんは何回か電話が鳴っ

たようで緊急時連絡と勘違いしてしまったということだったのですが、改めての周知徹底を

しております。 

  ７ページ、輸送ルートの逸脱ということで５件起きてしまっていまして、直前にルートが変

わったとか特殊事情があったにせよ、まだなかなか根絶ができておりません。輸送車両の台

数が増えていますので、発生率としては昨年より半分くらいに減ってはきていますけれども、

いまだに生じてしまっておるので、事前走行等を引き続き輸送ルートの確認ということで徹

底をしていきたいと思っております。 

  それから、８ページでございますけれども、重機を運ぶトレーラーが双葉町の前田橋を渡る

ときに、模式図にあるように左折するところでお尻が橋の欄干にぶつかってしまいまして、

橋を損傷させてしまったという事案がございました。発生要因のところでございますけれど

も、誘導員の配置時間外の通過であったということ、それから特殊車両通行許可のルートが

漏れておったということでございました。発生防止策として、交通運転教育の強化指導、そ

れから誘導員の時間帯での交通等取り組んでいきます。応急措置として、道路橋の診断士に

よる診断を実施しまして、復旧を開始しておるところでございます。申し訳ございませんで

した。 

  ９ページでございます。輸送車両以外の作業員等の移動車でございますけれども、モニタリ

ングポストに接触してしまったということで、幸い人的な被害とか物的な被害もなかったの

ですが、ちょっとこういったものもなくすように気をつけていきます。 

  10ページ、重機の運転中に発生した事例ということで、①番はケーブルの切断ということで、

バックホウのアームがＮＴＴのケーブルに接触して切断してしまったということがありまし

た。それから、②番は道路の掘削作業中に水道管を破損させてしまったというものでござい

ます。③番がバックホウで町道の歩車道のブロックの破損をしてしまったということでござ

います。それから、④番が学校のガス管の破損ということで、④番はもともと学校からご提

供いただいた図面と実際の現場が違っていたというのはあったのですが、それでもやっぱり

水道管の破損とか通信ケーブルの切断とか色々発生してしまっておりますので、作業員への



-28- 

安全教育の実施ということで対応をしていくしかないかなと思っております。 

  こういった色々事案が発生している中、11ページにございますように、９月に安全対策強化

週間ということで改めての作業手順の徹底等見直しをしていただいて、取りまとめをＪＶご

とに確認をしていただいたということでございます。 

  それから、12ページですけれども、12ページ以降はこれまでも行ってきておりますが、特に

12ページは強化週間ということで特に力を入れてやっていただいた対策等の状況をご紹介し

ております。 

  13ページが中間貯蔵工事の協議会ということで、個別ではなくて受注者同士でその事例の共

有とかそういったこともパトロール等も一緒にやってもらっております。 

  14ページが運転手への事前の研修でございます。15ページもそうですね。 

  16ページ以降が巡回パトロールということで、我々としてもある意味で、抜き打ちで現場に

パトロールに行って、状況を確認するとかそういったことも取り組みを始めております。 

  最後は広報・普及資料ということでございます。 

  説明は以上です。 

○河津委員長 ありがとうございました。 

  それでは、資料２につきまして質問、ご意見等ありましたらお願いいたします。菅野委員、

どうぞ。 

○菅野委員 今回は大きな人身事故等なくて僕はよかったなと。それで、100％というのは絶対

あり得ないと思うんです。こういう大きな工事をやってトラックも行き交うわけで、ここか

らまた台数が増えるわけなのでそういう面での周知徹底というのと、あと、運転手の皆さん

とか作業員の皆さんを余り縛り付けないでほしいということです。「お前が悪い」、「悪い」

となると、周りの人まですごくもう固くなって、今まで大きい事故が起きたときに、余りに

も対策をとりすぎて締めつけたことによってそういうのが出てきたのかなという部分がある

ので、そこら辺のやんわりした部分はちゃんと持たないとまずいのかなと。 

  事故を起こしていいというわけではないですけれども、大した大きい事故はないと思うので、

本当にちょっとしたヒューマンエラーみたいな感じのもので、じゃ、例えば剥がれた剥がれ

ないの話であれば対策は枠をつくるとか、そういうのはやっぱり発注者側もアイデアを出し

て受注者側と話し合いながらやっていってほしいなというのが１つです。それはお願いです。

逆に言えば、作業員とか運転手さんを余り苦しめないでほしい。自由にするのもまずいです

けれども、そこら辺のプレッシャーをかけるのはまずいかなと。 
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  あと、８ページですね。これは今応急処置の、多分Ｈ鋼を置いている状況だと思うんですよ。

ここはもともと始まる前から、ここは危ないでしょう、古いでしょう、色々ありました。一

番の問題がやっぱり狭いんですよね。今後例えば大型トラックが交錯できるぐらいの大きさ

に、例えばここを中途半端に直すのであれば、広げられるのだったら広げられるような施策

をとっていけば、後々問題にならないと思うんです。こういうところで例えばけちってこの

まま直してやるというのであれば、ここをちょっと広くしてあげればトレーラーもゆっくり

通れるよとかそういうような前向きな、やったことをいいよということではなくて、前向き

な、やっぱり狭かったからこういうふうになったんだというような受けとめ方を環境省でし

ていただきたい。例えばここをトレーラーは288号に行く、６号線に出るのにここも使えるわ

けですよ。だったらそれを使えるような状況にするのも発注者側の責任だと思うんですけれ

ども、そこら辺に関してはちょっとお答えいただきたいです。 

○河津委員長 それでは、環境省、お願いいたします。 

○鈴木（環境省） ご意見ありがとうございます。当然、大きな車両でも走行しやすいような道

路の確保、輸送路の確保というのはやっていかなきゃいけないと思っております。ただそこ、

さっきの資料１のほうでもご説明しましたが、富沢橋のところの橋をつけ替えてという工事

を今考えていまして、輸送路としてはそちらをメーンにこれからは使っていくようにしてい

きたいなと思っておりまして、ここもあそこもというのはなかなか難しいかなと思っており

ます。 

○河津委員長 はい、所長。 

○土居（環境省） １点目のご指摘でございますが、委員ご指摘のとおり、各作業員に大きなプ

レッシャーを与えるというのは逆に事故、またそれを隠すという話につながる危険性がござ

いますので、そうではなくて、発注者また受注者、組織としてこれをどのように防止できる

かという知恵を出すというのが義務だと思っておりますので、そのように進めてまいりたい

と考えております。 

○菅野委員 ありがとうございます。それは作業員、運転手さんとかそういう部分に関しては、

ちゃんとそこはやってください。もうやったからクビとかそういうのではなくて、ちゃんと

地元のことでやってくれる人たちを僕たちも支えたいと思うので、そこら辺はお願いします。 

  あと、橋に関しては万が一があるんですよ、まだ。万が一があるので、例えば富沢橋もわか

ります。山田郡山線のほうを広げていくというのもわかりますけれども、万が一何かあった

ときにやっぱり予備は大事です。そう思うんですよね。 
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  そうすると、そこをやっておくことによってまた作業がストップするかしないか、また工程

が変わるかどうかというものが、これは30年続くわけですから、30年使うもので30年間何も

ないという話はないと思うんですよ。万が一橋で事故があったときに予備の場所をとるとい

うことで、ぜひともここは、せっかくここまでなったので直すのにはちょっと、そのほうが

僕たちも例えば帰還する方、一時帰宅に行く方、そういうところで事故を起こしてもらいた

くないので、そこは検討していただきたいと思います。今だったら国の予算の来年には間に

合うと思うので、来年には新しい橋ができるように私もお祈りしていますので、よろしくお

願いします。 

○河津委員長 環境省、ここですぐ答えられる話ではないかと思いますけれども、町の当局との

話もあるでしょうし、その辺は町のほうともよく相談されればいいんじゃないかと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  そのほか、土屋委員、どうぞ。 

○土屋委員 大熊町の土屋です。ちょっと確認なんですけれども、２ページの土が滴ったという

ところですけれども、私の認識では、最初のころは積み込む荷台には遮水幕を張っていると

いう話だったと思うんですが、今回それについて一切触れていませんので、その辺のところ

をもう一度詳しく説明してください。 

○河津委員長 環境省、お願いいたします。 

○鈴木（環境省） 土のうで水が含まれているものがあるというのはわかっていますので、水が

こぼれないようにということで、トラックの荷台を水がこぼれないようにシートをこうやっ

て張ってはいるんです。今回、上側のシートを伝ってちょっと外側に行ってしまったような

ので、もう一枚ここを、上側のシートが直接当たらないようにもう一枚くるむというような

追加対策を今回やって、さらに仮にこぼれても外に出ないようにということで対策をしてお

ります。 

○土屋委員 荷台の底辺にはちゃんとこう張ってありますよね。 

○鈴木（環境省） 荷台自体はこのように３面こぼれないようにしております。 

○河津委員長 よろしいでしょうか。要は下から漏れたというよりも上からこう……うん、上か

らこう漏れたというそんな感じ。 

  高萩委員、どうぞ。 

○高萩委員 すみません。３ページなんですけれども、出発前に車両確認を行ってますと。これ

から輸送量が増えていくので、その車の車両点検、多分１台１台されていると思うんですけ
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れども、環境省さんとして、ＪＶさんにみんな任せっきりなのか。最終的に１カ月まとめて

記録をいただくのか。その辺の仕組みをちょっと教えていただきたいんですけれども。 

○河津委員長 環境省、お願いたします。 

○鈴木（環境省） そうですね。そこは正直、環境省で１台１台の検査結果を今は求めていると

いうことはしてはございません。 

○高萩委員 いいんですけど、１日各ＪＶさんで、先ほどの職員さんの車とかも多分車両点検と

かやられていると思うので、その辺はちょっと、結果でもいいんですけど、こうやって事起

きればそのときはもらうんでしょうけれども、やっぱりまとめてこんな報告をいただくとか

そういう形でやって、これから輸送量が本当に増えていくのでそういう管理をしていただけ

れば安全にできるかなと思います。以上です。 

○鈴木（環境省） ご意見ありがとうございます。どのようにできるか、やっていきたいと思い

ます。 

○河津委員長 では、その辺の検討をよろしくお願いいたします。 

  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  この件だけじゃなくて全般的にまた何かご意見等もしございましたら。門馬委員、どうぞ。

その他で全部ひっくるめてということで。じゃ、門馬委員、お願いします。 

○門馬委員 大熊町の門馬です。この会議があるということで、地域の方からちょっと言われた

ことについて１点触れたいと思います。 

  これは資料で言いますと、51ページの輸送関係に入るのかなというふうに思われます。常磐

道いわき中央インターから相馬インターまで現在１車線でなっておりますが、最近、輸送ト

ラックの増によりまして交通渋滞が発生しているということがあります。私も仕事や知人宅

によく常磐道を利用しますが、今年になって輸送トラックを見かけるのが非常に多くなり、

そして、その後方を一般車両が10台から最高で30台以上の渋滞も見かけます。そのうち数回

私も巻き込まれたこともあります。復興が進むにつれてトラック台数が増えることにより別

な問題もあります。 

  環境省はこういった問題について予想していなかったのでしょうか。本格的輸送が始まるこ

の時期に常磐道の２車線化を工事完了し、そして輸送のスムーズ化を図るべきではなかった

でしょうか。以前にも委員のほうから、こう輸送トラックの後ろに車両が非常に渋滞すると

いうような指摘はありましたけれども、環境省の直轄ではありませんけれども、輸送トラッ

クが増えることによって一般車両がこういった形で巻き込まれているということについては
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認識していたでしょうか。この辺について、数年後広野インターまで２車線化になりますけ

れども、この２車線化になったときに輸送のスムーズ化といいますか、輸送をきちんと本格

的にやるべきでなかったでしょうか。その辺、少し甘かったように私は思えるんですが、そ

の辺１点よろしくお願いいたします。 

  それから、もう１一点ですけれども、時間ありませんので、中間貯蔵施設の最終処分場に向

けた工程表についてちょっとお話しします。2045年の中間貯蔵施設事業終了に向けた最終処

分場の確保を早期に着手することが県民の安心につながると私は思っております。30年後に

は中間貯蔵施設の役割が終えると約束されております。将来にわたり間違いなく安全が確保

されるか検証できないので、全体像を示す必要があるのではないか。工程表を早く示して、

そしてこのような形で進めるという前向きな姿勢がほしいと思います。この辺、以上２点に

ついてよろしくお願いします。 

○河津委員長 それでは、環境省、お願いいたします。 

○松浦（環境省） ご質問ありがとうございます。 

  まず、高速道路の渋滞の状況ということで、資料１の68ページをご覧いただければと思いま

す。色々な予測等をしているところではありますけれども、一方で、現況をしっかり把握し

てそれを次の輸送に反映させるという取組が重要かなと、いわゆるＰＤＣＡサイクルを回し

ていくということが重要かと思っていまして、NEXCO東日本さんにもご協力いただきながらこ

ういったデータをいただいているというご紹介でございます。 

  交通量については、交通量の多い広野と常磐富岡インター間を表示させていただいておりま

す。ご指摘のところの渋滞の状況ということでいきますと、68ページの下段のほうの資料で、

交通量と旅行速度を示しております。折れ線グラフの速度、特に８時から14時、15時台ぐら

いが輸送車両が利用しているところですということで、下段に矢印で幅を書いていますけれ

ども、この時間帯の実際の速度のデータ、NEXCOさんからいただいたものを見ていきますと、

おおむね80km/h前後のところ、下り方向になりますので青色の線になりますが、80km/h前後

ということになってございます。一方、ここの路線の規制速度というのはご案内のとおり

70km/hという状況で、恐らくダンプのほうはこの70キロを遵守して走っているかと思います。

それ以外の車が恐らく例えば90km/hとかで走って、平均的には結果80km/hになっていると理

解しております。 

  確かに車群ができる問題というのは我々も認識しております。なかなか自分の思い通りのス

ピードを出して走れないというところですね。さはさりながら輸送車両のほうとしても
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70km/hの安全速度で走っていくというところで、ご理解いただきたいと思っています。いず

れにしましても渋滞が発生していないかとか、この速度が例えば60km/hだ、50km/hだという

ことでどんどん落ちていくような状況が発生していないかというのは、引き続き状況把握し

ていきたいと思いますので、こういったデータを示しながらご理解いただけるように努力し

ていきたいと思います。 

  また、将来の予測ということでございますが、これにつきましても輸送の実施計画というの

を毎年つくっていまして、その中でピーク時で交通量予測しております。今後、例えば福島

県内で言いますと相馬福島道路の供用延長なども延びてくると、今度はこの広野～富岡では

なく、相馬方向からの北回りというんですかね、ルートをうまく選択して極力渋滞を起こさ

ないなどの工夫もできてきますので、そういった道路の整備状況なども踏まえながら、でき

るだけルートの分散、あと時間帯の分散、こういったものも努力していきたいと思っており

ますので、色んな場を通じてまた説明していければと思っております。 

○門馬委員 よろしいですか。今の件に関して。 

○河津委員長 今の件に関しては、じゃ、どうぞ。あと、次にします。 

○門馬委員 今の常磐道についての回答なんですが、非常に言い訳的なデータに基づいた説明と

いうように受けとめましたが、実際は、私も常磐道をよく走行しますが、渋滞しているとい

うのが事実だと思います。ですから、あなたたちも、こういうデータというのも非常に大事

ですけれども、実際に走行してみて、また常磐道の橋の上なんかありますから、そういうと

ころから目視をしてどのような状況かというのを確認するということも非常に大事ではない

かなというふうに思われます。 

  ただ私が言ったのは、輸送が本格的に始まる前になぜ広野まで、もしくは富岡インターまで

２車線化を国交省または国のほうに働きかけて何でそういうふうなことをしなかったのかと

いうことを言っているわけであって、このデータに基づいた言い訳的な説明は今ある程度わ

かりましたけれども、もう少し前向きに説明していただきたかったなというふうには思いま

す。以上です。 

○松浦（環境省） まず、状況把握についてはこれからも工夫していきたいと思いますし、それ

をいかにわかりやすくお示しできるかというのは、これからも継続的に努力していきたいと

思っております。 

  あと、道路整備のほうにつきましては、広野インターまでの間につきましては、ご案内のと

おり今NEXCO東日本のほうで４車化の動きもございます。その先についても付加車線の設置と
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いうことで工事が進んできておりますので、今後の整備の状況というのは今ホームページ等

の情報では32年度を目標に整備しているというような状況も伺っておりますが、引き続きそ

の事業の進捗とかは国交省、NEXCO東日本などにも色々お願いすべきことはお願いしていきた

いと思っておりますし、また繰り返しになって申し訳ありませんが、データでの説明も重要

と考えておりますので、多少言い訳めいて聞こえるかもしれませんが、そこはこれからも工

夫していきたいと思っておりますので、ご理解いただければと思います。 

○河津委員長 恐らく渋滞に関しては皆さん思いというのは結構地元の人はあるかと思いますの

で、その辺は十分にくみ取っていただいて、むしろ環境省としても積極的にその渋滞緩和に

向けての色々なことを国交省含めてNEXCO含めてでしょうし、色んな関係機関とぜひ協議しな

がらその解消に向けては努力していただきたいなというふうには感じますので、よろしくお

願いします。 

  続いて。 

○山田（環境省） 環境省の山田でございます。もう一点ご指摘いただきました30年以内の県外

最終処分に向けての工程表というご質問でございます。 

  昨年28年度の４月に、減容・再生利用の技術開発戦略、それから工程表というのをお示しさ

せていただきまして、中間貯蔵施設後の県外最終処分に向けた技術開発の工程表を作成させ

ていただきました。それに基づきまして最終処分の前に再生利用を進めるべく、今実証事業

を開始してございまして、資料１のほうでも実証事業の概要をご説明させていただきまして、

今現在、南相馬市で実施をしているということ。それから、もう一つ土壌の分級処理という

ことで実証事業を新たに始めるということで今検討してございますけれども、南相馬の実証

事業の結果を見ましても、資材として十分使えるような性状は確保できるのではないかとい

うのが南相馬での結果でございます。こういった結果をきちんとデータを示しながら再生利

用のほうを進めてまいりまして、今後の県外最終処分に向けた取り組みというものを進めて

まいりたいというふうに考えております。 

○河津委員長 門馬委員、よろしいでしょうか。実際なかなかここで出すというのは難しいのか

もしれませんけれども、当然ながら皆さん非常に興味があることだし期待している部分でも

あるかと思いますので、ぜひ環境省のほうはよろしくお願いします。 

○門馬委員 ぜひ工程表に向けてもう少し具体的に示していただくような方策を次回の環境安全

委員会の中で示してください。お願いをいたします。 

○河津委員長 よろしいですか。 
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  それでは、金田委員、ありますか。時間ありませんので、最後、これだけにしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○金田委員 ちょっと１点確認と要望ということで、１つは今日の資料１の８、９ページ、今日

の土壌貯蔵施設の１期分での貯蔵量で考えた場合に、環境省のほうで、現時点で考えられて

いる県内の搬入見込み総量に対してどれぐらいだと考えてらっしゃるのか、まず教えていた

だきたいんですけれども。何％ぐらいでもいいですけれども。 

○鈴木（環境省） １期分ですか。１期分は本当に何％とまで言えないような状況で、今日も見

ていただいたところですが、あそこでそれぞれ今４万から５万立方メートル程度の量しかま

だ確保できていない状況です。 

○金田委員 数％、２期分のこれから整備するところを合わせても…… 

○鈴木（環境省） ２期を入れれば、２期はまだ設計段階ではございますけれども、２期は比較

的もう少し広がりを持ってきているんじゃないかなと思っております。 

○金田委員 今伺ったのは、安易に保管場を場当たり的に増やして野積み、要は山積みしていく

のではなくて、やはり安全面とか考えていけば、こういった貯蔵施設、先ほど菅野委員から

もあったんですが、結局地権者に寄り添って丁寧な対応は当然だと思うんですが、しっかり

計画的に安全面を考えればこの貯蔵施設の整備をしっかり進めていただきたいという要望で

す。 

○鈴木（環境省） もう我々も保管場というよりは直接、保管場に入れたらまた今度貯蔵施設に

入れて２回動かさなきゃいけなくなるので、直接貯蔵施設に入れたいという思いは持ってお

りますので、なるべく早く整備をしていきたいと思っております。 

○河津委員長 じゃ、よろしいですか。 

  それでは、少々時間がオーバーしてしまいましたので、これをもちましてこの委員会のほう

を閉じさせていただきたいと思います。 

  環境省におかれましては、ぜひ今日の様々な意見、様々な感想も含めてあったかと思います。

色々宿題も幾つかあったかと思いますので、ぜひ次回の環境安全委員会には、それらを踏ま

えて開催できるように準備方よろしくお願いしたいと思います。 

  以上で、私のほうを終えまして、進行のほうは事務局のほうにお任せします。よろしくお願

いします。 

 

３．閉 会 
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○事務局 それでは、事務局からご連絡申し上げます。 

  今後、本日の議事録を作成するに当たり、各委員に照会等をさせていただきますのでよろし

くお願いいたします。また、次回の会議開催につきましては、各委員との調整の後にご案内

を差し上げるということにしていきたいと思っております。 

  それでは、以上をもちまして中間貯蔵施設環境安全委員会（第９回）を終了いたします。本

日は大変ご苦労さまでした。 

 

以上 


